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通期業績予想と実績の差異及び法人税等調整額（損）、特別損失の計上に関するお知らせ 

 

2024年 2月 14日に公表しました 2024年 12月期（2024年１月１日～2024年 12月 31日）の連結業績予想

と実績に下記の通り差異が生じました。また、2024年 12月期において、下記の通り法人税等調整額（損）及

び特別損失を計上いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１．2024年 12月期の連結業績予想数値と実績の差異（2024年１月１日～2024年 12月 31日） 

単位：百万円 

 売 上 高 E B I T D A 営 業 利 益 

経 常 利 益 

又は経常損

失 （ △ ） 

親会社株主に

帰属する当期

純利益又は純

損失（△） 

１株当たり 

当期純利益又

は純損失（△） 

前 回 発 表 予 想

（ Ａ ） 
4,500 250 10 0 △30 △1円 77銭 

実     績

（ Ｂ ） 
4,523 229 △28 6 △171 △10円 17銭 

増  減  額 

（ Ｂ － Ａ ） 
23 △20 △38 6 △141 △8円 40銭 

増  減  率

（  ％  ） 
0.5 △8.2 － － － － 

（参考）前期実績 

（2023年12月期） 
4,343 239 △25 11 △21 △1円 29銭 

 

２．差異の理由 

グロースセグメント、トランスフォーメーションセグメント共に、当社において既存顧客の継続受注と

トータル提案に努めた結果、顧客単価が向上しました。特にトランスフォーメーションセグメントにおけ

るコンサルティング売上が堅調に進捗し、売上高は 4,523百万円と前回発表予想を上回りました。 

営業利益については、米国事業の不振が響き、前回発表予想を下回る△28百万円となりました。 

経常利益については、受取利息 34百万円の計上により、前回発表予想を上回る 6百万円となりました。 

親会社株主に帰属する当期純損失については、上記記載の売上高、営業利益、経常利益の差異及び法人

税等調整額（損）、特別損失の計上により、前回発表予想を下回る△171百万円となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３．法人税等調整額（損）及び特別損失の内容 

当社は、2024年 12月期第４四半期累計期間におきまして、以下のとおり、法人税等調整額（損）及び特

別損失を計上しました。 

当社は、現時点での将来の課税所得を見積り、繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、法人税等調

整額（損）を 15百万円計上いたしました。 

また、当社の UXCRMに関わるソフトウエア及びソフトウエア仮勘定として計上している資産につきまし

て、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づいて回収可能性を検討し、保守的に収益見込み等を勘案した

結果、当該ソフトウエア及びソフトウエア仮勘定の帳簿価格の全額を減損処理し、特別損失 121百万円を

計上いたしました。 

以 上 


